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■ 新たな住生活基本計画と生活資本 

〜居住福祉と生活資本の構築(188) 

岡本 祥浩 

 

 2026 年 3 月 27 日に「新たな住生活基本計画」の閣議決定がなされた。議論の場が、

都道府県に移るとともに、居住水準の面積要件が記載されなくなったなど様々な方面

で新たな住生活基本計画についての評価が示されようとしている。小稿では「生活資

本」を軸に「新たな住生活基本計画」を考えてみたい。 

 

 基本方針 

 「新たな住生活基本計画」は、「2050 年の日本社会においても、住まいは生活の基

盤である」との認識から始まる。しかしながら「人口、世帯数、子育て世帯数の減少

や高齢単身世帯数の増加」などの住宅市場の前提が大きく変容した。そこで、これま

で良質な住宅を供給してきたのであるから住宅市場の主たる対象を新築供給からスト

ック活用に焦点を移そうと言う。そして地方公共団体が居住を支えるあらゆる関係者

をまとめる要の役割を担う、と言う。 

 

主な取組み方策 

 主な取組み方策として次の四点を提示している。①ニーズに応じた住宅を適時適切

に確保できる循環型市場の形成。②インフラ・居住環境の整った既存の住宅・住宅地

の市場を通じた本格的な有効活用。③分野横断的な連携による「気づき」と「つな

ぎ」のある居住支援の充実。④既存住宅を最大限に活用する持続的な住宅市場を支え

るあらゆる主体の連携・協働の推進。結局、③を除けば全てが「住宅市場」である。 

 

論点と課題 

では、今回の住生活基本計画で何が論点になり課題となるだろうか。雑誌『住宅』

(2026 年 5 月号)の座談会では「2050 年からのバックキャスト」が評価されていたが、

「住宅市場の進化を通じた住宅ストックの価値の最大化」については認識の一致が見

られていない。それにも関わらず本計画は「住宅市場」を基盤とする計画である。

否、「計画」と言うより「ビジョン」だと述べられている。とするならば、どこに本

計画を実現する担保を見出せば良いのだろうか。それは「住生活に関わるあらゆる関

係者と協働した官民連携」の要となる地方公共団体のこれからの計画に違いない。 

ここで根本的な疑問が湧いてくる。本計画の認識では、日本の住宅ストックを良質

としているが、最低居住面積水準未満の世帯が解消されない中で 2000 年代前半をピー

クに着工住宅の規模は縮小している。つまり、劣悪な住宅ストックを解消するという

課題を棚上げした議論になっていないだろうか。そのことは、同時に住宅のアフォー

ダビリティ実現の議論をも避けていないだろうか。更に居住の「気づき」と「つな

ぎ」を取り上げているが、大家が引き受けざるを得ない「孤立死」や「家賃滞納」

「賃貸借契約を継続できない」多くの問題の責任の所在が明らかでない。一人ひとり

の居住保障の責任の所在が明確でない。そのことが、大家の拒否感を生み、住宅確保

要配慮者を生んでいるのではないか。残念ながらそれへの言及は無い。 

   

(中京大学教授、新建会員) 





■ 新建愛知支部 2026 年 7 月 支部幹事会だより 

7 月 15 日（水）19：00～21：00（リアル＆オンライン） 

参加者／入谷、奥野、河合、中森、福田、甫立、壬生 

（1） 愛知サマーセミナー 7/18（土）14：50～16：10 に同朋高校で、参加をすることになりました。 

（2） 三重県大紀町の新庁舎建設についての相談が寄せられて、幹事会で意見交換をしました。 

（3） 建築とまちづくり in 埼玉（最寄り駅は浦和駅）が、10/3～10/4 での開催が決まりました。 

（4） 建築基準法の改正などについての、仕事での経験や意見交流、勉強会を開催しようと思います。 

（5） 皆さまから、企画・見学会案を募集します。楽しく勉強と交流のできる企画をつくりませんか？ 

今後の幹事会は、8/19（水）、9/16（水）、10/21（水）、11/18（水）午後 7 時で日程の確認をしまし

た。 
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■ 愛知支部事務局・財政からのお願い 


